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質
問　

中
心
市
街
地
へ
の
ホ
テ

ル
建
設
の
工
期
日
程
と
規
模
は
ど

う
か
。

　

答
弁　

工
期
日
程
は
、
令
和
４

年
度
に
は
建
設
着
工
し
、
そ
の
後

13
カ
月
か
ら
15
カ
月
後
に
完
成
す

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
規
模

は
１
１
０
か
ら
１
２
０
室
前
後
で

昨定置網起こしの様子（広田沖）

最
終
調
整
中
と
伺
っ
て
い
る
。

　

質
問　

市
内
の
観
光
業
に
関
係

す
る
団
体
や
企
業
、
施
設
と
連
携

す
る
仕
組
み
づ
く
り
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

市
内
経
済
の
活
性
化
の

た
め
、
宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
、

観
光
関
連
団
体
等
と
の
連
携
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
観
光
物
産
協
会
や
商
工
会
な

ど
を
中
心
に
事
業
者
と
業
務
提
携

等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

津
波
防
災
対
策
は

　

質
問　

津
波
警
報
発
表
に
よ
る

避
難
指
示
の
対
象
は
ど
の
よ
う
な

地
域
か
。

　

答
弁　

避
難
指
示
の
対
象
地
域

に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の

津
波
浸
水
区
域
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
津
波
注
意
報
に
限
っ
て
は
、

今
泉
地
区
及
び
高
田
地
区
の
か
さ

上
げ
地
は
除
か
れ
る
。

水
産
業
へ
の
影
響
は

　

質
問　
　
「
磯
焼
け
」
が
本
市
で

も
発
生
し
て
い
る
が
、
現
状
は
ど

う
か
。

　

答
弁　

県
の
調
査
に
よ
る
と
、

震
災
前
の
平
成
17
年
か
ら
23
年
ま

で
の
本
市
の
藻
場
面
積
の
平
均
が

２
９
０
㌶
だ
っ
た
の
に
対
し
、
令

和
２
年
は
41
㌶
と
、
約
86
％
も
の

藻
場
が
消
失
し
て
い
る
。
漁
協
と

の
連
携
を
強
め
な
が
ら
、
よ
り
実

効
性
の
あ
る
課
題
解
決
を
図
る
。

　

質
問　

秋
サ
ケ
の
漁
獲
量
が
大

幅
に
減
少
し
て
い
る
が
推
移
は
ど

う
か
。

漁業も事業復活支援金の対象 ( 六ヶ浦漁港・袖野地区 )

　

質
問　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
改
訂
案
に
よ
る
と
、
建
築
物

系
施
設
の
更
新
費
用
は
、
40
年
間

で
総
額
約
５
５
１
億
円
と
あ
る
が
、

今
後
の
財
政
見
通
し
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

年
平
均
13
・
８
億
円
と

試
算
。
国
県
補
助
事
業
や
地
方
債

の
充
当
の
ほ
か
、
公
共
施
設
等
整

得
も
医
療
費
も
県
平
均
と
比
較
し

高
い
傾
向
が
続
き
、
国
保
税
も
高

く
算
定
さ
れ
る
。

　

質
問　

他
の
社
会
保
険
と
の
格

差
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

平
成
30
年
度
の
所
得
に

占
め
る
保
険
料
の
割
合
は
協
会
け

ん
ぽ
が
７・５
％
で
あ
る
が
、
市
町

村
国
保
は
10
％
に
な
っ
て
い
る
。 追悼施設（高田町）

備
基
金
の
活
用
等
を
見
込
む
。　

　

質
問　

維
持
管
理
費
に
つ
い
て
、

他
自
治
体
と
の
比
較
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

県
内
他
市
の
う
ち
、
類

似
の
県
内
４
市
の
比
較
で
は
人

口
１
人
当
た
り
維
持
管
理
費
は

７
万
５
５
６
７
円
と
、
最
も
低
く

な
っ
て
い
る
。　

質
問　

震
災
前
の
公
共
施
設
が

あ
っ
た
場
合
の
比
較
で
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

震
災
前
に
同
種
の
計
画

が
な
い
た
め
、
単
純
比
較
は
で
き

な
い
が
、
例
と
し
て
図
書
館
は
令

和
３
年
に
建
築
後
45
年
経
過
し
、

本
来
で
あ
れ
ば
大
規
模
改
修
の
検

討
時
期
が
既
に
到
来
し
て
い
た
と

推
察
す
る
。
大
震
災
は
痛
恨
の
極

み
だ
が
、
被
災
公
共
施
設
の
再
建

は
国
の
財
政
支
援
が
あ
っ
た
た
め
、

少
な
い
地
方
負
担
で
可
能
と
な
っ

た
。
ま
た
、
新
た
に
復
旧
整
備
し

た
こ
と
で
、
公
共
施
設
の
寿
命
が

大
幅
に
延
び
た
と
認
識
し
て
い
る
。

次
の
１
年
の
市
政
運
営
は

　

質
問　
次
の
１
年
の
市
政
運
営
は
。

　

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
基
本
的
な
感
染
対
策
の

徹
底
と
感
染
予
防
の
た
め
の
新
た

な
生
活
様
式
の
定
着
を
図
る
中

で
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

と
産
業
の
振
興
を
最
優
先
に
各
種

施
策
を
展
開
す
る
。

　

国
保
税
の
引
下
げ
を

　

質
問　

国
保
税
に
関
し
、
本
市

の
被
保
険
者
の
負
担
状
況
は
。

　

答
弁　

本
市
の
被
保
険
者
の
所
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ホ
テ
ル
建
設
の
規
模
は

　

１
１
０
か
ら
１
２
０
室
前
後

事
業
復
活
支
援
金
対
象
は

コ
ロ
ナ
影
響
の
法
人・個
人
事
業
者

施
設
管
理
費
の
負
担
は

　
　

  

類
似
市
と
比
較
し
て
最
も
低
い 蒲生　哲

 （新　志　会）

　

質
問　

事
業
復
活
支
援
金
の
対

象
と
支
援
内
容
は
。

　

答
弁　

対
象
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
大
き
な
影

全
体
の
整
備
要
望
を
行
っ
て
き

た
。
県
は
令
和
５
年
４
月
の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
、
県
議
会
に
６
億

３
千
万
円
の
予
算
を
上
程
し
た
。

　

質
問　

新
年
度
の
取
り
組
み
は
。

　

答
弁　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
や
市

民
体
育
大
会
、
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

な
ど
市
民
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
を
は

じ
め
、
６
月
の
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス

タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦
「
楽
天
イ
ー

響
を
受
け
た
中
堅
・
中
小
・
小
規

模
事
業
者
、
個
人
事
業
者
。
令
和

３
年
11
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
ま

で
の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
上
高

が
、
平
成
30
年
11
月
か
ら
令
和

３
年
３
月
ま
で
の
月
と
比
較
し
て

50
％
以
上
減
少
し
て
い
る
場
合
、

個
人
事
業
者
に
は
50
万
円
、
法
人

に
は
１
０
０
万
円
か
ら
２
５
０
万

円
を
上
限
に
支
給
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
振
興
は

　

質
問　

市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

利
用
実
績
は
。

　

答
弁　

令
和
４
年
１
月
末
現

在
、
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
は
前
年

同
期
比
14
・
８
％
増
の
５
万
５
０

０
９
人
、
高
田
松
原
運
動
公
園
が

同
52
％
増
の
４
万
５
８
２
１
人
、

ス
ポ
ー
ツ
・
ド
ー
ム
が
同
１・
１
％

増
の
９
０
６
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

質
問　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
モ

ビ
リ
ア
の
整
備
は
。

　

答
弁　

こ
れ
ま
で
、
県
に
施
設

グ
ル
ス
対
巨
人
」、
８
月
は
高
田

松
原
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
ツ
ー
ル
・
ド
・
三
陸
、
９
月
は

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０

２
２
軟
式
野
球
全
国
大
会
、
10
月

は
復
興
あ
り
が
と
う
マ
ラ
ソ
ン
大

会
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
ス
ポ

ー
ツ
合
宿
は
、
立
教
大
学
や
高
千

穂
大
学
の
硬
式
野
球
部
が
８
月
に

行
う
予
定
で
あ
る
。

今
後
の
漁
業
振
興
は

　

質
問　

今
後
の
漁
業
振
興
策
は
。

　

答
弁　

特
に
、
道
の
駅
・
高
田

松
原
を
活
用
し
た
販
売
振
興
、
オ

ン
ラ
イ
ン
販
売
の
強
化
、
陸
上
養

殖
な
ど
を
推
進
す
る
。
令
和
４
年

度
か
ら
は
「
元
気
な
水
産
業
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ウ
ニ
・
ナ
マ
コ

の
畜
養
事
業
な
ど
を
展
開
す
る
。

　

答
弁　

広
田
湾
に
お
け
る
定
置

網
の
漁
獲
量
が
過
去
５
カ
年
の
平

均
30
㌧
に
対
し
、
令
和
３
年
度
は

０・
３
㌧
と
、
危
機
的
な
減
少
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
漁
協
で
は
、

サ
ケ
を
主
軸
に
置
い
た
定
置
網
事

業
や
ふ
化
放
流
事
業
の
在
り
方
の

再
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
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